






 

新生児外科(neonatal surgery)は小児外科医療のなかで中心的地位を占めているが本邦に

おいてはこの分野の医療が始められてから 20数年の歴史しかなく,初期の治療例がようや

く成人になったばかりである。しかしその間の治療成績の向上は著しく好転し,通常の新生

児外科疾患の治療によって死亡する症例は少なくなった。一方において多くの合併奇形を

もつ重症例が治療されるようになり救命されたものの多くの問題を残す症例もみられるよ

うになった。この研究班は昭和 59 年度において手術成績が悪い極小未熟児,心大血管異常,

長期呼吸管理を必要とする新生児外科的疾患の治療現況について報告を行なしい昭和 60

年度においては長期呼吸管理症例の長期予後,新生児心大血管手術症例の長期予後,長期経

静脈栄養施行例の予後ならびに長期静脈栄養法の問題点,穿孔性腹膜炎を中心とした抗シ

ョック療法マニュアル作製等を行ない多くの成果を得た。 


